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住友銀行の情報戦略

住友銀行事務管理部長 加藤 重義

現代は， 18世紀末におこった産業革命にも匹敵

するような，エレクトロニクス革命の時代と百わ

れています.これは，第 l には， コンビュータに

関する技術革新が真空管からトランジスタへ，さ

らに 1 C , L S 1 ，超 L S 1 へと，三のわずか半

世紀のあいだにめざましい発展をとげたことに起

因するものであります.処理のスピードと記憶容

量において飛躍的な進歩と拡充が実現し，あわせ

てパフォーマンスに対するコストのいちじるしい

低下を可能にし，その結果きわめて実用的な経済

コストを実現してきたこと，第 2 には，これに通

信技術の発展が結合しいわば時間と弔問のハン

ディをかぎりなく無に近づけることを ~lJ能とした

ためで、あります.

これが，今，企業の中で，あるいは社会全体の

11-1 で，従来の伝統と手法を一変させるようなシス

テムづくりを可能にし，さらにニューメディア社

会とか，情報化社会として，社会のシステムその

ものをも変革するエネルギーとなりつつありま

す.

このことは， もちろん私ども銀行にとりましで

も例外ではありません. そればかりか， 全国的

に，また世界的に数多くの営業店舗をもち，毎日

きわめて大勢のお客様と接しかっ単純で，しか

も反復する大量の事務をかかえる銀行にとりまし

ては，経営戦略としても， コンピュータリゼーシ

ョンは必須のものであります.

そこで，本稿では，住友銀行におけるコンピュ

ータリゼーションの歴史をふりかえり，それが経

営戦略としていかなる効果をもたらしたのか，ま

た，これから将来どうとりくもうとしているかに
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ついて述べさせていただきます.

私どもが本格的なコンピュータをはじめて導入

したのは， 26年前の昭和35年であります.その時

はもちろん通信技術との結合はなく，もっぱら計

算事務処理用として，文字どおりの電子計算機と

しての活用でありました.

そして， コンピュータと全国の営業店とを通信

回線で結んで第 l 次の総合オンラインを実施した

のが， 19年前の昭和42年であり，これが住友銀行

におけるエレクトロエック・パンキング元年であ

ります.昭和40年代の高度成長時代をむかえて，

個人所得の急速な向とを背景として展開された銀

行そのものの大衆化戦略を可能にし，その激増す

る大量，単純，かっ反復する膨大な事務を難なく

さばきつつ，新種商品やサービスの開発を可能に

したのは， コンピュータと通信の機能をフルに活

用した総合オンラインあればこそであります.

第 l 次オンラインでは，ベンとソロパンをコン

ピュータと端末機に置き換えて，省力化とスピー

ドアップをはかりましたが，それはあくまで支店

におけるカウンターの内側における合理化であり

ました.第 2 次オンラインでは，現金自動支払機

や自動入金機を導入して，カウンターの外側のロ

ビーやサービスコーナーでお客様みずから操作を

して預金の預け入れや引き出しを行なう，し、 L 、か

えれば，銀行窓口のロボット化が最大の目玉とち

りました.これは，窓口の無人化， ロボット化で

あり，従来型の人間の手足を機械に置き換える形

から，人間そのものを機械に置き換えようという
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試みであります.第 2 次オンラインのもう 1 つの

特色は，経営管理情報システム， MI S の導入で

あります.銀行全体の収益管理はもとより，各支

店別の収益，取引先別の総合取引採算，あるいは

預貸金の業務管理計数やリスク管理情報などのい

わゆる経営管理情報をコンビュータ化したことで

あります.

さらに，昭和57年には従来の国内総合オンライ

ンに加えて，世界各地に散在する海外支店を国際

総合オンラインネットワークで結んで世界そのも

のを l つのシステムに統合いたしました.

以上，ごく簡単に過去20年間における住友銀行

のオンラインの歴史をご紹介いたしましたが， 40 

年代の第 l 次， 50年代の第 2 次総合オンラインに

ひきつづいて，現在では， 60年代の第 3 次総合オ

ンラインの開発に全力を傾注しております.第 3

次オンラインで特に重視している狙いは次の 3 点

であります.

第 1 は，徹底した経営の効率化，合理化による

強靭でかつ安定した経営体質の確立であり，これ

は企業にとっては将に永遠のテーマであります.

第 2 は，ニューメディア時代を展望してのコン

ピュータと通信回線を駆使したファームバンキン

グ，ホームパンキングへの対応で、あります.これ

は，お客様と銀行との双方向コミュニケーション

システムであり，正確で迅速な情報の提供と資金

移動を実現して，社会的な，あるいは国民経済的

な合理化と顧客サービスそのもののグレードアッ

プをはかろうとするものであります.

第 3 は，本部および支店における経営管理情報

システムの確立であります.業績の分析，収益の

分析，マーケットの分析等をはじめとして， 日常

の営業活動を効果的に，また効率的に推進するた

めに，さらにまた経営戦略を策定し実行していく

ために，適切でタイムリーな情報の加工と提供は

きわめて重要であり，またその期待される内容は
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ますます複雑かっ高度なものとなってきておりま

す.

要すれば，過去20年間のコンピュータリゼーシ

ョンが，ペンとソロパンを機械に置き換え，省力

化，合理化にともなう経費支出のコントロールを

めざしたものであるのに対して，し、L 、かえれば，

コンピュータを人間の「身体の能力J r肉体的能

力」の増幅機能として活用してきたのに対して，

これからのコンビュータの使い方は，それに加え

て「人聞の頭脳の能力」を増幅する技術ないし道

具として活用しようということであります.

情報化社会は，文字どおり「情報そのものが価

値を生む」時代であります.そのスピードと量と

さらに適切な情報分析加工とが，経営をサポート

するとし、う意味で，人，物，金に次ぐ第 4 の経営

資源として，情報が重きをなす時代の到来という

ことであろうかと考えております.そういう時代

の要請に対して，企業内部においても，またお客

様との関係においても，そのニーズとウォンツに

柔軟に応えられるようなシステムづくりに，私ど

もは夢を求め， ロマンを感じて， [浪りなき努力を

つづけているのであります.

銀行も従来の労働集約型企業から大型装置産業

へと大きな転進をはかりつつありますが，それだ

けコンピュータを中心とするシステムそのものが

今や経営の中枢に深く組み込まれつつあることだ

といえます.しかし，いつの時代にあっても飛躍

し，繁栄を持続できる企業は，社会への適応力を

もった企業だけであります. rエクセレント・リ

ーダー」の著者であるトム・ピータースが主張す

るように，ハードなデータによって得られる情報

は必要で・はあっても十分ではなく，顧客や納入業

者や，さらには自社の社員と現場を歩きまわり耳

を傾け接触を保つことによってこそ，価値ある最

新情報が得られることを銘記したし、と思います.
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